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　町では、年2回(10月と3月)、家庭から出る有害ごみの収集を行っています。
家庭から出る有害ごみとは、乾電池、蛍光管、鏡など通常のごみとは異なる処
理が必要なものです。有害ごみの収集場所は、可燃ごみの収集場所とは異な
り各区で決められていますので、お住まいの地区の指定場所を確認していただ
き、間違えないように出してください(指定場所は本誌9月号参照※立ケ瀬区は
「立ケ瀬中央集積所」、伊勢原区は「伊勢原不燃物収集所」に指定場所が変更
となりました)。

有害ごみを収集します！
川北 地区収集日�3�月�9�日（第2水曜日）����川南 地区収集日�3�月�23�日（第4水曜日）

出し方(注意事項)
○種類ごとに分別し､それぞれ透明袋に入れてください｡
○�蛍光管は箱やケースに入れず､透明袋に入れてください｡袋に入らない長さの棒型蛍
光管は､ひもなどで両端を束ねて出してください(ガムテープでは束ねないでくださ
い)｡
○�電子体温計はボタン電池のみ収集します｡本体は「不燃ごみ(資源)小型家電」へ出し
てください｡
○白熱電球およびＬＥＤ電球は「不燃ごみ(資源)ビン類」へ出してください｡
○そのほか､各区のルールに従ってください｡

生活環境エコタウン課( 581･2121内線221･222)

有害ごみ

+CR00000V

+CR00000V

乾電池 ボタン電池

丸型蛍光管 棒型蛍光管

電球型蛍光管 鏡

　町内で、クビアカツヤカミキリの侵入が確認されました。クビアカツヤカミキリ
は、繁殖力が非常に強く、サクラの木などに寄生し、樹木を衰弱させ、最悪の場
合、枯死させる危険性のある特定外来生物です。日本の生態系を脅かす恐れもあ
りますので、目撃した際は速やかに捕殺していただき、生活環境エコタウン課へ情
報提供をお願いします。

生活環境エコタウン課( 581･2121内線223･224)

クビアカツヤカミキリにご注意ください！

クビアカツヤカミキリについて
▶体長／約2.5～4cm
▶�特徴／全体的に光沢のある黒色で、胸部が赤色に

なっている。
▶�生態／幼虫は、主に4～10月に活動し、フラスと呼

ばれる木くずとふんが固まったものを大量に排出す
る。樹木内部で2～3年かけて成長し、6～8月に成虫
となって樹木の外に現れる。
▶�被害木／サクラ、ウメ、モモ、スモモなど、主にバ

ラ科の樹木

クビアカツヤカミキリ(成虫)

クビアカツヤカミキリを確認したときの対処法
～被害拡散防止のためご協力をお願いします～

●�幼虫／フラスが発生しクビアカツヤカミキリが侵入した
と思われる穴に、薬剤を注入して殺虫する。または針金
等で刺殺する。
●�成虫／ほかの地域への拡散を防ぐため、踏みつぶすなど
して捕殺する。
●�寄生された樹木／羽化した成虫が樹木から出てきて、ほ
かの樹木に飛散したり、新たな産卵を防止したりするた
めに、ネット等を樹木に巻く。
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今
で
は
４
カ
所
の
浄
水
場
と
２
カ
所
の
配
水
場
を
は
じ
め
、
６
０
０
点
以
上

の
施
設
や
設
備
、
約
２
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
道
管
を
有
す
る
ま
で
に
拡
大
し

た
町
の
水
道
事
業
で
す
が
、
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
課
題
も
あ
り
ま

す
。
町
の
水
道
事
業
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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■
求
め
ら
れ
る
施
設
整
備

　
水
道
事
業
の
開
始
か
ら
６０
年
以
上
が
経

過
し
て
施
設
や
水
道
管
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
老
朽
化
に
よ
る
設
備
の
故
障

や
水
道
管
の
破
損
は
大
規
模
な
断
水
事
故

を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
令
和
３
年
１０
月
に
和
歌
山
市
で
発
生

し
た
水
管
橋
崩
落
事
故
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
施
設
や
水
道
管
を
適
正
か
つ

計
画
的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
全
国
各
地
で
大
地
震

や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
施
設
や
水
道
管
の
耐
震

■
人
口
減
少
と
料
金
収
入

　

水
道
事
業
は
地
方
公
共
団
体
が
独
立

採
算
制
に
よ
り
経
営
す
る
地
方
公
営
企

業
で
、
主
に
水
道
料
金
収
入
に
よ
っ
て
、

水
道
水
を
つ
く
り
、
届
け
る
た
め
の
費

用
、
施
設
の
維
持
管
理
や
更
新
を
行
う

事
業
費
な
ど
を
賄ま

か
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
公
営
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
企
業
の

側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
生

活
や
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
要
以
上
の
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
に
料
金
の
設
定
を

し
て
い
ま
す
。

　

料
金
収
入
に

深
く
関
係
す

る
の
が
給
水

人
口
と
給
水

量
で
す
。
少

子
化
に
よ
る

人
口
減
少
が
進

む
中
、
町
の
人
口

も
平
成
２２
年
以
降
減

少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に

行
っ
た
試
算
で
は
、
１０
年
後
の
給
水
人
口

は
現
在
よ
り
約
２
２
０
０
人
減
少
し
て
約

３
万
７
０
０
人
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
日
当
た
り
の
平
均
給
水
量

も
給
水
人
口
の
減
少
予
測
に
伴
い
、
１０
年

後
に
は
現
在
よ
り
約
１
０
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
も
と
に
料
金
収
入
を
試
算
す
る
と

年
間
約
４
３
０
０
万
円
の
減
収
予
測
に

な
り
ま
す
。

■
事
業
経
営
の
課
題
は
？

　
今
後
、
施
設
の
更
新
や
整
備
に
莫ば

く
だ
い大
な

費
用
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
財
源
と
な

る
料
金
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給
と
安

定
し
た
事
業
経
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
財
源
を
確
保
し
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　
町
で
は
、
令
和
３
年
３
月
に
「
寄
居
町

水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た

(

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す)

。
経
営
戦
略
の
策
定
に
当
た
り
、
投

資
の
合
理
化
や
経
営
の
効
率
化
を
前
提
と

し
た
投
資
試
算
や
財
政
試
算
を
行
い
ま
し

た
。
試
算
の
結
果
、
数
年
後
に
は
財
源
が

不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
資
金
の
借
入
れ
や

料
金
改
定
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
な

い
と
収
支
均
衡
が
図
れ
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
経
営

戦
略
で
は
、
収
支
均
衡
を
図
る
「
投
資
・

財
政
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
資
金
の
借
入
れ
や
料
金
改
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
か
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
事

業
の
効
率
化
や
合
理
化
を
進
め
る
こ
と

で
費
用
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
国
の
補
助

制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
皆

さ
ん
へ
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
町
の
水
道
事
業

の
推
進
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

化
や
浸
水
対
策
な
ど
、
災
害
に
強
い
施
設

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
の
施
設
の
更
新
や
災
害

に
強
い
施
設
整
備
を
適
正
か
つ
計

画
的
に
行
う
た
め
、
令
和

３
年
３
月
に
「
寄
居

町
水
道
施
設

整
備
計
画
」

を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
で

は
、
電
気
・
機
械
設
備
や

水
道
管
な
ど
の
施
設
の
更
新
周
期

を
定
め
る
こ
と
で
、
整
備
の
時
期
が
偏
ら

な
い
よ
う
に
、
計
画
的
に
事
業
が
行
え
る

よ
う
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
６
０
０
点
以
上
あ
る
施
設
・
設
備
や
約

２
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
水
道
管
の

更
新
、
災
害
に
強
い
施
設
整
備
を
行
う
た

め
に
は
、
今
後
１０
年
間
で
必
要
と
な
る
費

用
と
し
て
、
約
６５
億
８
０
０
０
万
円
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
施
設
整
備

に
年
間
３
～
４
億
円
を
費
や
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
は
倍
近
い
費
用
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
寄
居
町
の

水
道
を
考
え
て
み
よ
う

草創期の配水管布設工事(昭和35年ごろ)
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